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①村税(132億9,216万1千円)

②国庫支出金(11億5,565万円)

③県支出金(5億2,519万7千円)

④繰越金(6億7,897万3千円)

⑤村債（3億1,910万円）

⑥地方譲与税（2億3,329万5千円)

⑦地方消費税交付金（3億7,009万5千円）

⑧地方特例交付金（1億7,379万5千円）

⑨繰入金（5,631万3千円）

⑩その他（6億5,474万2千円）

平成16年度一般会計の決算額は、歳入174億5,932万1千円、対予算執行率100.9％（前年度169億2,532
万6千円、執行率101.0％）、歳出167億7,908万4千円、対予算執行率97.0％（前年度162億4,634万7千円、
執行率97.0％）です。前年度に比べて歳入は、国庫支出金、県支出金、繰入金、村債などが減少し
ましたが、村税、地方譲与税、地方消費税交付金、分担金および負担金などが増加したことにより
総額で5億3,400万1千円（伸率3.2％）増加しました。一方、歳出は、諸支出金（財政調整基金積立金・
減債基金積立金）などが増加したことにより総額で5億3,273万7千円（伸率3.3％）増加しました。歳入
から歳出を差し引いた形式収支は、6億8,023万7千円で、そのうち翌年度に繰り越すべき財源7,031
万6千円を差し引いた純剰余金である実質収支は、6億992万1千円の黒字となりました。また、決算
額を当初予算比較でみると、歳入は10.4％の増で、歳出は6.1％の増でした。なお、特別会計につい
ては、次ページの平成16年度歳入歳出決算総括表をご覧ください。

平成16年度一般会計予算執行状況（歳入）
村民税

21億9,997万9千円

固定資産税
100億7,638万円

都市計画税
7億5,774万5千円

軽自動車税
4,691万9千円

～平成16年度歳入歳歳出決算～

⑤

⑥

⑦
⑧
⑨ ⑩

②

③

④

①

174億5,932万1千円
歳入

村たばこ税
2億1,113万8千円

　※１世帯当たりの村税負担額…102万円　
　（平成17年4月1日現在　世帯数：13,037世帯）

一般会計決算のあらまし

村の“家計簿”をお知らせします
～平成16年度歳入歳出決算と平成17年度財政状況～
　１年間、どのようなお金が入ってきて､そのお金がどのように使われたのか。そして、その結果借
金や貯金が増えたのか減ったのかを表したものが｢決算｣です。そこで、今月号では村の“家計簿”と称
して、平成16年度の歳入歳出決算と平成17年度の上半期財政状況（4月１日から９月30日まで）をお
知らせします（６ページまで）。

※村民１人当たりの村税負担額…37万4千円
（平成17年4月1日現在　人口：35,521人）
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　1万5,271円　 　6万7,235円　

　議会費

　5,506円　

　公債費

　3万9,617円　

　商工費

　3,650円　

　土木費

　7万3,729円　

　6万529円　

　衛生費

　1万2,334円　

　農林水産業費　民生費

7万8,422円

　総務費

　4万9,591円　

　教育費　消防費

会　計　別 歳入累計（A） 歳出累計（B） 歳入歳出差引額（C）
（A）－（B）

翌年度繰越財源
（D）

実質収支額（純剰
余金）（C）－（D）

一 般 会 計 174億5,932万1千円 167億7,908万4千円 6億8,023万7千円 7,031万6千円 6億992万1千円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 25億1,263万8千円 22億6,848万1千円 2億4,415万7千円 0円 2億4,415万7千円
老 人 保 健 事 業 20億7,847万7千円 20億6,108万円 1,739万7千円 0円 1,739万7千円
介 護 保 険 事 業 11億1,516万9千円 10億9,626万円 1,890万9千円 0円 1,890万9千円
東海駅西土地区画整理事業 7,419万5千円 1,880万6千円 5,538万9千円 0円 5,538万9千円
東海駅東土地区画整理事業 4億882万8千円 3億5,202万3千円 5,680万5千円 0円 5,680万5千円
東海駅西第二土地区画整理事業 3億5,034万9千円 2億1,867万7千円 1億3,167万2千円 7,286万6千円 5,880万6千円
東海中央土地区画整理事業 6億123万4千円 5億5,087万9千円 5,035万5千円 575万1千円 4,460万4千円
公 共 下 水 道 事 業 18億1,585万9千円 17億1,120万5千円 1億465万4千円 118万1千円 1億347万3千円
須 和 間 霊 園 事 業 5,460万3千円 539万6千円 4920万7千円 0円 4,920万7千円

総　　計 264億7,067万3千円 250億6,189万1千円 14億878万2千円 1億5,011万4千円 12億5,866万8千円

平成16年度歳入歳出決算総括表

平成16年度一般会計予算執行状況（歳出）

歳出
167億7,908万4千円

②

③

④
⑧

⑩

⑨

⑪

⑥
⑦ ⑤

①

※１世帯当たりに使われた金額  110万6千円
　（平成17年4月1日現在　世帯数：13,037世帯）

①議会費(1億9,559万1千円)

②総務費(17億6,150万4千円)

③民生費(27億8,561万1千円)

④衛生費(21億5,006万6千円)

⑤農林水産業費（4億3,811万円）

⑥商工費（1億2,966万4千円）

⑦土木費（26億1,893万8千円）

⑧消防費（5億4,243万3千円）

⑨教育費（23億8,823万9千円）

⑩公債費（14億722万8千円）

⑪諸支出金（23億6,170万円）

※村民1人当たりに使われた金額…40万6千円
（平成17年4月1日現在　人口：35,521人）
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予算額

調定額（執行率）

繰 越 金

国庫支出金

地方消費税交付金

地方特例交付金

地方譲与税

村 債

そ の 他

繰 入 金

県支出金

村 税
121億7,346万5千円

129億7,530万2千円（106.6％）

５10130
（億円）

平成17年度一般会計予算執行状況（歳入）
合
計　

１
５
０
億
４
６
４
万
３
千
円（
執
行
率
94
％
）

4 ●

■
一
般
会
計
…
村
の
収
入（
村
民

税
・
固
定
資
産
税
や
、
国
・
県
の

補
助
金
な
ど
）
と
支
出（
総
務
費
、

教
育
費
な
ど
）
を
総
合
的
に
管
理

し
て
い
る
会
計
で
す
。

■
特
別
会
計
…
特
定
の
事
業
を
行
う

場
合
に
、
一
般
会
計
と
は
区
別
し

て
経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

■
調
定
額
…
村
が
歳
入
金
額
に
つ
い

て
内
容
の
調
査
・
確
認
を
行
い
、

当
該
年
度
中
に
収
入
す
る
も
の
と

し
て
決
定
し
た
額
で
す
。

■
村
税
…
村
民
税
や
固
定
資
産
税
な

ど
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

お
金
で
す
。

■
国
庫
支
出
金
…
村
が
行
う
特
定
の

事
業
に
対
し
て
、
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
で
す
。

■
県
支
出
金
…
村
が
行
う
特
定
の
事

業
に
対
し
て
、
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
で
す
。

■
繰
入
金
…
基
金
や
特
別
会
計
か
ら

の
受
け
入
れ
金
で
す
。

■
繰
越
金
…
前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ

れ
た
お
金
で
す
。

■
地
方
消
費
税
交
付
金
…
皆
さ
ん
が

納
め
た
消
費
税
の
う
ち
、
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

■
地
方
譲
与
税
…
一
度
、
国
税
と
し

て
徴
収
さ
れ
、
そ
の
後
、
国
か
ら

村
に
一
定
の
基
準
で
譲
与
さ
れ
る

お
金
で
す
。

財
政
用
語
の
解
説

2億7,031万6千円

6億8,023万6千円（251.6％）

3億700万円

3億5,000万円

1億8,898万5千円（54.0％）

1億7,000万円

3億900万円

1億672万2千円（34.5％）

1億8,998万1千円（111.8％）

0円（0.0％）

2億6,336万円（49.1％）

5億3,638万9千円

5億2,342万4千円

4億3,832万円（83.7％）

7億8,493万1千円

1億506万1千円（13.4％）

5,667万6千円（10.4％）

5億4,484万円

※その他には、利子割交付金、自動車取得税交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金、分担金および負
担金、使用料および手数料、財産収入、寄付金、諸収入、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金が含まれます。

～平成17年度（上半期）財政状況～
　

平
成
17
年
度
上
半
期（
４
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
）の
一
般
会
計
執
行

状
況
は
、
歳
入
の
執
行
率
が
94
・
０

％（
対
前
年
度
比
８
・
１
％
の
増
）、
歳

出
の
執
行
率
が
52
・
４
％（
対
前
年

度
７
・
１
％
の
増
）と
な
っ
て
い
ま
す

（
平
成
17
年
９
月
30
日
現
在
）。
歳
入

の
執
行
率
の
増
因
は
、
歳
入
予
算
の

76
・
２
％
を
占
め
る
村
税
の
執
行
率

が
１
０
６
・
６
％
と
高
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
歳

出
の
執
行
率
の
増
因
は
、
前
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
成
立
が
２
か
月
近

く
ず
れ
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
例
年

よ
り
も
９
月
末
に
お
け
る
執
行
率
が

低
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳

入
・

歳

出

ご

と

に
、

主

な
項
目
を
見
て
い
く
と
、
ま
ず

歳

入

で

は
、
村

税

が

予

算

額

１
２
１
億
７
３
４
６
万
５
千
円

に
対
し
、調
定
額
が
１
２
９
億
７
５
３
０

万
２
千
円
と
な
り
、
予
算
を
大
き
く

上
回
る
歳
入
増
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
次
に
繰
入
金
で
す
。
予
算
額

５
億
２
３
４
２
万
４
千
円
に
対
し
、
調

定
額
が
４
億
３
８
３
２
万
円
で
、
執
行

率
が
83
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
新
東
海
病
院
の
建
設
に
充
て
る

た
め
の
基
金
を
取
り
崩
し
た
こ
と
に
よ
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衛 生 費

議 会 費

そ の 他

民 生 費

総 務 費

公 債 費

消 防 費

農林水産業費

● 5● 5● 5● 5● 5● 5● 5● 5

10 20 30
（億円）

土 木 費

教 育 費

平成17年度一般会計予算執行状況（歳出）
合
計　

83
億
７
３
６
７
万
６
千
円（
執
行
率
52
・
４
％
）

予算額

支出負担行為額（執行率）

※その他には、商工費、災害復旧費、諸支出金、予備費が含まれます。

■
村
債
…
国
、
県
な
ど
か
ら
の
借
入

金
で
す
。

■
地
方
特
例
交
付
金
…
恒
久
的
な
減

税
に
伴
う
村
税
の
減
収
を
補
て
ん

す
る
た
め
に
、
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
で
す
。

■
支
出
負
担
行
為
額
…
村
が
歳
出
す

る
金
額
に
つ
い
て
当
該
年
度
中
に

支
出
す
る
も
の
と
し
て
決
定
し
た

額
で
す
。

■
民
生
費
…
福
祉
、
医
療
な
ど
に
使

わ
れ
る
お
金
で
す
。

■
衛
生
費
…
保
健
衛
生
、環
境
衛
生
、

ご
み
・
し
尿
処
理
な
ど
に
使
わ
れ

る
お
金
で
す
。

■
土
木
費
…
道
路
、
公
園
の
整
備
等

に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。

■
教
育
費
…
小
・
中
学
校
、幼
稚
園
、

社
会
教
育
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

で
す
。

■
総
務
費
…
全
般
的
な
管
理
事
務
や

財
政
・
財
産
管
理
、
選
挙
な
ど
に

使
わ
れ
る
お
金
で
す
。

■
公
債
費
…
村
が
借
り
入
れ
た
村
債

（
借
金
）の
元
金
な
ど
の
償
還
に
使

わ
れ
る
お
金
で
す
。

■
消
防
費
…
火
災
・
水
害
予
防
や
消

火･

救
急
救
助
活
動
な
ど
に
使
わ

れ
る
お
金
で
す
。

■
農
林
水
産
業
費
…
農
業
委
員
会
運

営
、
農
林
業
や
畜
産
業
な
ど
に
使

わ
れ
る
お
金
で
す
。

■
議
会
費
…
議
会
の
運
営
に
使
わ
れ

る
お
金
で
す
。

る
も
の
で
す
。

　

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
村

債
の
執
行
率
は
低
い
状
況
で
す
。

こ
れ
は
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出

金
に
つ
い
て
は
、
年
度
後
半
に
交

付
さ
れ
る
も
の
が
多
い
た
め
、
ま

た
、
村
債
に
つ
い
て
は
、
歳
出
の

執
行
状
況
を
見
な
が
ら
、
年
度
後

半
に
借
入
を
予
定
し
て
い
る
た
め

で
す
。
一
方
、
歳
出
で
は
、
衛
生

費
が
予
算
額
29
億
９
０
２
９
万
６
千

円
に
対
し
、
支
出
負
担
行
為
額
が
24

億
１
０
８
８
万
５
千
円
、
執
行
率
が

80
・
６
％
と
他
の
項
目
と
比
較
し
て

高
い
水
準
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
東
海
病
院
に
対
し
、
新
東
海

病
院
の
建
設
に
充
て
る
た
め
の
出
資

を
行
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
な
お
、

東
海
病
院
建
設
出
資
金
の
予
算
額
14

億
６
１
７
９
万
８
千
円
は
、
す
で
に

全
額
執
行
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
需
要
が
多
種
多
様
化
す
る

な
か
で
、健
全
財
政
を
堅
持
し
つ
つ
、

皆
さ
ん
に
十
分
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

事
務
事
業
等
の
見
直
し
を
行
い
な
が

ら
経
費
削
減
に
努
め
、
新
規
事
業
に

つ
い
て
も
慎
重
に
検
討
を
重
ね
、
限

ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
配
分
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

29億9,029万6千円

24億1,088万5千円（80.6％）

2億2,067万4千円

2億5,457万1千円

30億7,378万9千円

5億6,902万7千円

4億9,542万4千円

1億4,810万3千円（29.9％）

2億5,942万2千円（45.6％）

5億6,211万2千円（46.5％）

19億8,755万2千円

17億2,306万4千円（56.1％）

1億242万2千円（40.2％）

1億188万2千円（46.2％）

27億7,773万8千円

8億956万円（29.1％）

23億9,090万3千円

11億4,013万4千円（47.7％）

12億939万1千円

11億1,609万2千円（56.2％）
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老 人 保 健 事 業

特別会計予算執行状況村債（借入金）の現在高

村税負担の状況

問 合 せ　企画総務部企画財政課財政係（☎282-1711　内線1332）

収入済額 １世帯当たりの負担額 １人当たりの負担額

村税 84億7,321万2千円 64万2,056円 23万7,079円

村民税 10億7,313万9千円 8万1,317円 3万26円

個人分 8億2,199万9千円 6万2,287円 2万2,999円

固定資産税 67億944万3千円 50万8,407円 18万7,729円

個人分 8億7,205万5千円 6万6,080円 2万4,400円

軽自動車税 4,741万6千円 3,593円 1,327円

村たばこ税 1億1,207万2千円 8,492円 3,136円

入湯税 632万3千円 479円 177円

都市計画税 5億2,481万9千円 3万9,768円 1万4,684円

個人分 6,871万6千円 5,207円 1,923円

借入先 現在高

一

般

会

計

財 務 省 60億8,303万2千円

日 本 郵 政 公 社 19億5,390万9千円

公 営 企 業 金 融 公 庫 3億7,200万5千円

銀 行 等 3億7,340万円

全 国 自 治 協 会 1,453万円

環 境 再 生 保 全 機 構 1億3,388万円

茨 城 県 2億4,366万5千円

計 91億7,442万1千円
介
護
会
計

茨 城 県 2,540万円

計 2,540万円

下
水
道
会
計

財 務 省 34億4,155万1千円

日 本 郵 政 公 社 28億3,171万9千円

公 営 企 業 金 融 公 庫 29億8,487万7千円

銀 行 等 365万8千円

計 92億6,180万5千円

合　計 184億6,162万6千円

基金の状況

名　称 現在高

財 政 調 整 基 金 22億2,252万4千円

減 債 基 金 7億5,000万円

奨 学 基 金 1億4,657万9千円

芸 術 振 興 基 金 1,000万円

国 際 交 流 基 金 1,854万円

地 域 福 祉 基 金 2億1,129万3千円

臨 界事故事後対策基金 249万8千円

総 合福祉施設運営基金 1億202万6千円

公 立学校施設整備基金 6億989万4千円

児 童福祉施設整備基金 2億8,589万4千円

国民健康保険支払準備基金 3,736万7千円

東 海 病 院 建 設 基 金 552万2千円

消防緊急通信指令施設整備基金 3,000万円

合　計 44億3,213万7千円

調定額

支出負担行為額

予算額

23億1,000万円

17億5,664万4千円（76.0％）

12億6,670万円

6億3,085万2千円（49.8％）

5億744万7千円（40.1％）

1億9,681万9千円（68.6％）

2億8,680万円

1億2,661万5千円（44.1％）

3億7,026万6千円

2億2,668万3千円（61.2％）

1億6,233万7千円（43.8％）

17億5,918万1千円

3億6,885万6千円（21.0％）

9億449万7千円（51.4％）

５ 10 15 20
（億円）

4,908万9千円

7,692万9千円（156.7％）

551万7千円（11.2％）

7億198万円

3億5,265万4千円（50.2％）

3億3,131万8千円（47.2％）

10億6,487万9千円（46.1％）

21億4,630万円

10億618万8千円（46.9％）

8億4,800万円（39.5％）

※１世帯当たりの負担額、１人当たりの負担額は、収入済額を平成17年10月1日現在の人口（35,740人）と世帯数（13,197世帯）で除したものです。

国民健康保険事業

介 護 保 険 事 業

東 海 駅 西 土 地
区 画 整 理 事 業

東 海 駅 東 土 地
区 画 整 理 事 業

公 共 下 水 道 事 業

公 園 墓 地 須
和 間 霊 園 事 業

東 海 駅 西 第 二 土
地 区 画 整 理 事 業

東 海 駅 中 央 土
地 区 画 整 理 事 業

7,470万円

6,740万5千円（90.2％）

963万7千円（12.9％） 
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●一人一人の心掛けが交通事故防止につながります

●これまでの知恵を地域発展のために生かします

９月22日、「秋の全国交通安全運動街頭キャンペーン」が

舟石川交差点で行われました。東海村交通安全対策協議会

の役員など72人の参加者たちは、「ゆずろうよみんなもい

つかは高齢者」のスローガンの下、①夕暮れ時の歩行中と

自転車乗用中の交通事故防止②飲酒運転の追放③シートベ

ルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底――を啓発。

県立東海高等学校交通マナーアップ委員会の小池拓也さん

は、「運転者だけではなく、歩行者も自転車乗用者も、み

んなが交通安全を心掛けることが大切」と話してくれました。

９月17日、村内の75歳以上の方2,466人を対象とした「敬

老会」が東海文化センターで行われました。式典では、村

上村長の「戦後の日本復興に尽力され、今の社会を築いた皆

さんに感謝します」とのあいさつに続き、88歳以上の方々

に記念品を贈呈。また、東海村老人クラブ連合会会長の武

田省太郎さん（照沼在住）は、代表者謝辞の中で「ボランティ

ア活動に参加するなど、地域発展に寄与したい」と述べまし

た。なお、村内最高齢者は「今後も元気に、一日一日を大切

に過ごしたい」という髙橋静子さん（100歳、舟石川在住）です。

●万が一に備えて
９月30日、「茨城県原子力総合防災訓練」が国や茨城県、

ひたちなか市や那珂市などと合同で行われました。関係機

関約1,000人、住民約600人が参加した今年の訓練は、核

燃料加工施設「三菱原子燃料（株）」で臨界事故が発生し、作

業員２人が被ばく、外部に放射性物質が漏れたという想定

の下で実施。東京電力（株）常陸那珂火力発電所「ふれあい広

場」の体育館に設置した救護・避難所には、舟石川小学校

の生徒や舟石川、船場、石神地区の住民が避難し、放射線測

定機器を用いた身体汚染表面検査の訓練などが行われました。

● 7
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村
で
は
、
12
月
１
日（
木
）か
ら
、
社

会
福
祉
協
議
会
を
運
行
主
体
と
し
て
、

新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス「（
仮
称
）
東
海

村
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
の
試
行
運
転

を
開
始
し
ま
す（
平
成
18
年
４
月
か
ら

本
稼
動
）。
こ
れ
は
、
高
齢
者
な
ど
交

通
弱
者
の
方
々

が
公
共
施
設
や
医
療
機

関
へ
出
掛
け
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
商
業
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
予
約
を
す

れ
ば
村
内
全
域
ど
こ
へ
で
も
送
迎
す
る

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
方
式
の
交
通
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は
？

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は
、
交
通

手
段
に
不
便
を
来
し
て
い
る
方
を
自
宅

や
指
定
場
所
か
ら
目
的
地
ま
で
、
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
方
式
で
送
迎
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
乗
り
た
い
と
き
に
電
話
や

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
予
約
を
す
れ
ば
、
誰

で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
運
行
し
て
い
る
福
祉

循
環
バ
ス
は
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
へ
と
移
行
す
る
こ
と

で
、
平
成
18
年
１
月
31
日（
火
）を
も
っ

て
運
行
を
終
了
し
ま
す（
２
か
月
間
は
、

福
祉
循
環
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
併
用
運
行
）。

利
用
日

　

毎
週
月
曜
日
〜
土
曜
日　

※
祝
日
お

よ
び
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
は

運
休
と
な
り
ま
す
。

利
用
時
間

　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

利
用
料
金

　

２
０
０
円
／
回　

※
第
１
種
身
体
障

が
い
者
、
第
１
種
知
的
障
が
い
者
、
要

介
護
２
以
上
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
で
介
護
が
必
要
な
方
は
、
介
護
者

と
合
わ
せ
て
２
０
０
円
、
３
歳
未
満
の

方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他

　

①
村
内
全
域
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
②
営
利
目
的
の
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。利

用
方
法
は
？

①
事
前
登
録

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
事
前
登
録
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
利
用
を
希
望
す
る
方
、
お
よ
び
利

用
す
る
可
能
性
の
あ
る
方（
３
歳
未
満

の
方
も
含
む
）は
、「
東
海
村
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
利
用
登
録
票
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
企
画
総
務
部
企
画
財
政

課
へ
郵
送
す
る
か
、
企
画
総
務
部
企
画

財
政
課
、
福
祉
部
社
会
福
祉
課
、
福
祉

部
高
齢
福
祉
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
用
紙
は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
役
場
総
合
案
内
、
企
画
総

務
部
企
画
財
政
課
、
福
祉
部
社
会
福

祉
課
、
福
祉
部
高
齢
福
祉
課
、
中
央

公
民
館
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
り

ま
す
。

◆
登
録
し
た
方
に
は
、
利
用
案
内
や
登

録
証
を
郵
送
し
ま
す
。

②
予
約

　

利
用
す
る
際
は
、
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
利
用
予
定
時
刻
の
30
分
前
ま

で
に
、
東
海
村
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
情

報
セ
ン
タ
ー（
☎
306
局
２
８
２
８
、
FAX 

287
局
１
９
１
９
）へ
電
話（
携
帯
電
話
で

も
可
能
）、
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
予
約
の
受
け
付
け
時
間
は
、
午
前
７

時
15
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
と

な
り
ま
す
。

◆
予
約
を
す
る
際
は
、
①
氏
名
②
い
つ

③
何
時
の
便
な
の
か（
時
刻
表
を
参

照
）
④
ど
こ
か
ら
乗
る
の
か
⑤
目
的

地
は
ど
こ
な
の
か―

―

を
き
ち
ん
と

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
時
刻
表
は
、
利
用
者
の
指
定
す
る
場

所
へ
迎
え
に
行
く
時
間
の
目
安
と
な

り
ま
す
。

◆
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
通
常
の
タ

ク
シ
ー
と
は
違
い
、
複
数
の
方
と
乗

～村内全域どこへでも送迎可能～

12月１日から
利用開始！デマンドタクシー

福祉循環バスが生まれ変わります
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り
合
わ
せ
に
な
る
た
め
、
待
ち
時
間

や
到
着
時
間
が
毎
回
異
な
り
ま
す
。

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
予
約
の
変
更
や
キ
ャ
ン
セ
ル
を
す
る

場
合
に
は
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

③
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
は
、

チ
ケ
ッ
ト
で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

利
用
す
る
前
に
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
チ
ケ
ッ
ト（
10
枚
つ
づ
り
、２
０
０
０

円
分
）
は
、
企
画
総
務
部
企
画
財
政

課
、
福
祉
部
社
会
福
祉
課
、
福
祉
部

高
齢
福
祉
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
で

販
売
し
て
い
ま
す（
車
内
で
の
購
入

も
可
能
）。問

合

せ

　

企
画
総
務
部
企
画
財
政
課
企
画

調
整
係（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線

１
３
３
５
）

時 刻 表
８：00 12：00
８：30 12：30
９：00 13：00
９：30 13：30
10：00 14：00
10：30 14：30
11：00 15：00
11：30 15：30

16：00

※時刻表は目安です。

東海村デマンドタクシーサービス案内

出掛けるとき

帰るとき

　利用予定時間の30分前までに電話やファクシミリで予約をすると、指定場所まで迎えに行き、目

的地まで送ります（村内に限る）。ぜひ、ご利用ください。

②情報センター
今日の○時の便の
予約を受け付けま
した。△病院で待っ
ていてくだ
さい。

④自宅・指定場所③指定場所

東海村デマンドタクシー

①利用者
今日の○時の便で、
△病院から自宅ま
で予約します。

②情報センター
今日の○時の便の
予約を受け付けま
した。自宅で待っ
ていてくだ
さい。

①利用者
今日の○時の便で、
自宅から△病院ま
で予約します。

④目的地

病院へ

買い物へ

③自宅・指定場所

東海村デマンドタクシー

予約（午前７時15分～午後３時30分）

東海村デマンドタクシー情報センター

☎306-2828　FAX287-1919
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新しい村立東海病院

問合 せ　新病院建設準備室（☎287-0899　電子メールsinbyouin@vill.tokai.ibaraki.jp）

　広報とうかい９月10日号で療養病棟についてお知らせしましたが、今回はもう一歩踏み込んで、「療

養病棟への入院はどのようにすればいいのか？」についてお知らせします。

療養病棟への入院はどのようにすればいいの？

《入院までの流れ》

「療養病棟入院希望申込書（当院専用用

紙）」に必要事項を記入します。

かかりつけの医師、または現在入院中の

病院の医師からの「診療情報提供書（紹介

状）」を準備してください。

※紹介状以外の書類が必要な場合は、医

療相談員からお話しします。

院内の検討会で入院の可否を決定し、結

果を医療相談室から連絡します。入院が

可能となった場合は、指定する面談日に

ご家族に来院していただきます。

※各種健康保険証を持参してください。

ベッドの用意が出来次第、当院から連絡

します。

※ベッドの空き状況により、お待たせす

ることがあります。

　新しい東海病院では、このほかにも、病院への受診・入院についての不安、医療費などの経済的な

問題、家庭での介護の問題、福祉制度の内容や利用方法についての相談など、皆さんが安心して療養

生活・社会生活を送れるように協力していきます。

入院日を決定

入院の予約面談終了後

※一般的な流れを示しているため、相談内容によって多少変更になる場合があります。

　今回は、検査や治療についてお話しします。

■治療は病態の時期に合わせて行います
　かぜの季節になってきましたが、「かぜ薬を２週間飲んでも治らない」という声を

よく耳にします。かぜは、鼻かぜ、喉
のど

かぜ、気管支炎、肺炎などさまざまです。そ

の症状や病態に合った多数の薬があるのです。かぜ自体も病態の時期により、鼻か

ぜから喉かぜに変わったりします。初めから鼻かぜに肺炎の治療をする医者は、ま

ずいないのです。ですから２週間同じ薬ということはほとんどありません。

　このように、病状が良くなったり悪化したり、変化することはよくあることなのです。治療方法

もいつも同じではないのです。また、以前使った薬が効くとは限らないのです。

　慢性疾患（高血圧、糖尿病など）では、病状は比較的安定していることが多いのですが、何かのきっ

かけで急に悪化する場合は、別な薬に変えてみたり、薬を追加したりすることもあります。糖尿病

では、飲み薬からインスリン注射に変えることもあります。

　ねんざなどの外傷でも同じです。いつまでも冷やしてばかりいるわけではないのです。病状は自

己判断をせずに、まずは主治医や医療機関に相談することが肝心です。

東海病院整形外科医師　大場　義幸病院への上手なかかり方（その４）

〔個室イメージ〕

必要書類がそろったら…

入　院
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　医療福祉制度（ ）とは、乳幼児、妊産婦、母子家庭の母子、父子家庭の父子、重度心身障が

い者の方々が、医療機関などで診療を受ける際に、茨城県と東海村が医療費の一部を助成する

制度です。この制度が今月から改正されましたので、その内容についてお知らせします。

問 合 せ　福祉部保健年金課医療福祉係（☎282-1711　内線1134）

①乳幼児医療費助成制度の対象年齢が、県内全域で小学校入学前までとなりました

②入院時の食事代が助成対象外となりました

③自己負担が変わりました

　村では、既に小学校入学前（３歳以上の未就学児）の医療費助成を実施していましたが、茨城県の制

度改正により、今まで乳幼児医療費助成制度の対象年齢が３歳未満時までとなっていたところを、小

学校入学前までに引き上げられました。これにより対象者は小学校入学前ま

で、医療機関にて診療を受ける際には、 医療福祉費請求書（ピンクの用紙）

を使用することになります。

※乳幼児医療費助成の対象となる方には、既に「 受給者証」「 医療福祉費請

求書（ピンクの用紙）」を郵送しています。なお、村独自の医療費助成制度を

受けている方は、平成17年10月診療分について、速やかに保健年金課医療

福祉係で請求の手続きをされるようお願いします。

　食事療養費（入院時の食事代）は助成対象外となり、全額自己負担となります。標準負担額は、一般

の方で１日当たり780円です。

※重度心身障がい者の方は、11月から平成19年３月までの間は、標準負担額の２分の１負担となります。

　外来自己負担金が改定され、新たに入院自己負担金がかかります。

≪改正内容≫

≪村独自の助成≫
　村では、受給者の経済的負担の軽減を図る観点から、医療福祉費自己負担分助成規則に基づき、医

療費として支払う自己負担の助成を行います。

①外来自己負担金…従来どおり、医療福祉費支給申請時に登録された預金口座に

振り込みます。

②入院自己負担金・食事療養費…いったん医療機関で支払っていただきますが、

医療機関からの領収書（氏名、金額、入院日数等が記載されているもの）、受給

者証、印鑑を持参し保健年金課医療福祉係へ申請していただくと、登録された

預金口座に振り込みます。

【自己負担】 〈 改正前 〉 〈 改正後 〉
区　　分 自己負担 自己負担

　・乳幼児
　・妊産婦
　・母子家庭の母子
　・父子家庭の父子

　・外来…１日500円
　　　　　（月２回を限度）

　・入院…自己負担なし

　・外来…１日600円
　　　　　（月２回を限度）

　・入院…１日300円
　　　　　（月3,000円を限度）

重度心身障がい者 　外来・入院自己負担なし 　外来・入院自己負担なし

※自己負担は病院、診療所ごとです（保険薬局では自己負担はありません）。

福 医療福祉制度の改正について
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卓
球
の
特
徴
は
、
身
長
や
体
力
が
問
題
と
な
る

ス
ポ
ー
ツ
と
違
い
、
異
年
齢
で
も
対
等
に
戦
え
る

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と

は
、
今
、
中
国
で
頑
張
っ
て
い
る〝
愛
ち
ゃ
ん
〞が

証
明
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
小
学

生
が
全
日
本
の
一
般
の
部
に
出
て
も
、
社
会
人
や

大
学
生
と
対
等
以
上
に
勝
負
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
り
、
問
題
は
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
恥
じ
る

こ
と
な
く
大
人
と
対た

い

峙じ

で
き
る
マ
ナ
ー
を
身
に
付

け
る
こ
と
の
難
し
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

先
日
、
東
海
村
総
合
体
育
大
会
で
卓
球
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、「
東
海
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
ク
ラ

ブ
」
の
会
員
は
、
総
じ
て
自
分
よ
り
高
齢
の
人
と

試
合
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
卓
球

に
対
す
る
意
識
に
も
温
度
差
が
あ
る
よ
う
に
、
一

般
の
社
会
人
に
お
い
て
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
楽

し
さ
を
追
求
す
る
人
や
、
向
上
心
に
燃
え
日
ご
ろ

か
ら
練
習
に
励
ん
で
い
る
人
な
ど
、
多
く
の
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
温
度
差
の
あ
る
人

た
ち
が
試
合
を
す
る
と
き
の
マ
ナ
ー
は
、
な
か
な

か
実
力
相
応
と
は
い
か
ず
、
身
に
付
き
に
く
い
場

合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
会
員
も
、
お
お
む
ね
同
年
齢
の
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
真
剣
に
な
り
や
す
く
、
負
け
れ

ば
悔
し
く
て
泣
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
異
年
齢

間
で
は
勝
負
に
な
ら
ず
、
試
合
中
に〝
笑
っ
て
〞し

ま
う
よ
う
で
す
。
試
合
の
最
中
は
さ
ま
ざ
ま
な
場

合
が
あ
る
の
で
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
小
さ

い
子
が
負
け
て
い
る
の
に
笑
っ
た
場
合
は
、
ふ
ま

じ
め
に
見
え
た
り
、
ふ
ざ
け
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
勝
っ
て
い
る
と
き
に
笑

っ
た
場
合
は
、
相
手
に
対
し
て
、
よ
り
失
礼
な
態

度
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。
ク
ラ
ブ
で

は
、
と
に
か
く
試
合
中
に
笑
う
こ
と
は
い
け
な
い

こ
と
で
あ
り
、
も
し
相
手
が
年
上
で
、
自
分
よ
り

力
が
無
い
こ
と
が
分
か
っ
た
場
合
で
も
最
後
ま
で

全
力
で
闘
う
こ
と
が
、
相
手
に
対
し
て
礼
を
尽
く

す
こ
と
で
あ
る
と
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

卓
球
と
は
、
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
得
ら
れ
な

い
、
そ
う
い
っ
た
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
る
こ
と
の

難
し
さ
を
指
導
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ
り
ま
す
。

私
自
身
こ
れ
を
一
つ
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
こ

れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＰＡＲＴ . ６８

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

マナーを教えることの難しさ
 　東海ジュニア卓球クラブ指導員

舟石川　伊
い

東
とう

　慎
しん

一
いち

　
　

【
俳　

句
】

晩
学
の
生
き
う
る
か
ぎ
り
秋
の
風

 

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

幼
き
日
母
と
歩
み
し
馬
籠
宿 

村　

松　

正
木　

幹
夫

言
ひ
た
ら
ぬ
こ
と
返
り
花
見
て
伝
ひ

 
村　

松　

川
﨑　

常
義

稲
刈
機
夕
日
咥
え
て
唸
り
を
り 
白
方　

柴
田　

一
声

天
高
く
頬
吹
く
風
の
さ
わ
や
か
さ

 

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

竜
胆
の
花
の
幾
万
揺
れ
て
お
り

 

舟
石
川　

佐
藤　

と
よ

萩
の
花
朝
露
に
ぬ
れ
日
の
出
待
つ

 

豊　

岡　

中
島
エ
ミ
子

安
達
太
良
の
裾
野
波
打
つ
黄
金
海

 

白　

方　

根
本　
　

武

山
師
来
て
体
を
洗
う
木
下
闇 

村　

松　

松
本　

正
勝

蝙
蝠
の
乱
舞
し
た
る
や
選
挙
前
夜

　
　

 

白　

方　

根
本　

怜
子

亡
き
人
の
思
い
を
は
せ
る
彼
岸
花

 

外　

宿　

西
山　

純
一

　
　

【
短　

歌
】

幾
百
の
鈴
震
う
ご
と
鳴
く
虫
に
や
さ
し
く
照
ら
す
十
五

夜
の
月 

外　

宿　

小
林
美
代
子

こ
の
年
は
暑
さ
ひ
と
し
お
き
つ
か
り
き
蟋
蟀
の
声
生
き

生
き
と
き
く 

船　

場　

村
上
よ
り
子

紅
葉
の
映
る
水
面
テ
レ
ビ
に
て
眺
め
て
を
れ
ば
白
鳥
も

み
ゆ　

 

船　

場　

中
井
川
し
げ
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ＶＯＬ .  ７８

エッセー頑張る

今どきの
青少年私

は
、
今
回
の
中
学
生
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
私
に
と
っ
て
特
に
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
が

２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
、
こ
の
講
座
で
最
も
練

習
し
た「
あ
い
さ
つ
」で
す
。
あ
い
さ
つ
は
、
こ
れ

か
ら
先
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
接
す
る
と
き
に
一
番

重
要
な
こ
と
で
、「
最
初
の
あ
い
さ
つ
の
仕
方
で
、

そ
の
人
が
ど
ん
な
人
か
が
分
か
る
」
と
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
私
は
今
ま
で
、「
大
き
な
声
で
言

え
ば
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
声
だ
け

で
は
な
く「
女
性
な
ら
手
を
前
で
組
む
」と
か
、
動

作
も
含
め
て
の
あ
い
さ
つ
を
学
び
ま
し
た
。
実
際

に
一
人
一
人
や
っ
て
み
る
と
、
緊
張
し
た
り
、
思

っ
て
い
た
ほ
ど
声
が
出
な
か
っ
た
り
と
、
簡
単
な

こ
と
な
の
に
す
ご
く
大
変
で
、
あ
い
さ
つ
の
重
要

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

も
う
１
つ
は
、
皆
で
一
緒
に
飯
ご
う
炊
さ
ん
し

た
こ
と
で
す
。
飯
ご
う
を
使
っ
た
炊
事
は
今
ま
で

に
何
度
か
体
験
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
私

は
野
菜
を
切
っ
た
り
す
る
だ
け
で
、
ま
き
に
火

を
お
こ
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
ほ
か
の
人
に
任
せ

っ
き
り
で
し
た
。
今
回
は
、
高
校
生
会
の
人
た
ち

が
、
ま
き
の
置
き
方
や
ご
飯
が
で
き
た
か
ど
う
か

の
確
認
の
仕
方
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く

れ
た
の
で
、
と
て
も
お
い
し
い
カ
レ
ー
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
飯
ご
う
炊

さ
ん
す
る
と
き
に
、
今
度
は
私
が
、
知
ら
な
い
人

が
い
た
ら
分
か
り
や
す
く
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、「
今
、
求
め
ら
れ
て
い

る
リ
ー
ダ
ー
と
は
」
を
主
題
に
し
た
講
義
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
講
師
の
方
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
考
え
も
し
な
か
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
と
か
、
身
近
に
あ
る
危

険
な
こ
と
な
ど
、
ど
れ
も
大
切
な
こ
と
ば
か
り
で

す
。
こ
の
よ
う
な
経
験
が
で
き
て
、
今
回
参
加
し

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後

こ
の
中
学
生
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
学
生
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
に
参
加
し
て

　
　
　
　

東
海
中
学
校
１
年

豊
岡　

阿あ

部べ　

幸さ
ち

花か

担
い
手
が
な
き
か
今
年
も
休
耕
と
な
り
た
る
田
に
は
蒲

の
穂
の
見
ゆ 

村　

松　

高
橋　

正
弘

秋
暑
の
日
出
る
汗
ぬ
ぐ
う
い
と
ま
な
く
倒
れ
し
稲
を
機

械
に
て
刈
る 

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

コ
ス
モ
ス
の
花
の
咲
き
お
り
初
曾
孫
健
や
か
に
し
て
歩

み
始
む
る 

外　

宿　

高
槌　

す
み

播
種
の
の
ち
七
十
五
日
で
刈
れ
る
と
い
う
秋
そ
ば
の
花

白
く
咲
き
満
つ 

船　

場　

舛
井
庫
之
助

今
年
ま
た
元
気
な
姿
晴
れ
や
か
に
敬
老
会
で
再
会
喜
ぶ

 
照　

沼　

佐
藤　
　

昇

ひ
ん
や
り
と
冷
た
さ
の
こ
る
登
山
道
草
紅
葉
ふ
み
ダ
ム

湖
を
の
ぞ
む 

内　

宿　

村
上　

文
江

夏
服
で
満
州
の
冬
越
え
た
る
身
六
十
年
い
ま
だ
冷
え
症

癒
え
ず 

南　

台　

根
本
内
俊
男

胸
に
赤
い
羽
根
こ
つ
こ
つ
と
白
い
杖
金
木
犀
の
角
ま
が

り
け
り 

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

魚
買
い
つ
り
銭
貰
う
目
の
前
の
箱
の
中
に
て
あ
さ
り
水

吐
く 

須
和
間　

柴
山　

靖
子

落
栗
を
拾
い
枯
葉
を
踏
み
歩
む
去
り
ゆ
く
秋
を
か
み
し

め
な
が
ら 

村
松
北　

花
井　

柳
子

金
の
星
散
り
た
る
ご
と
く
木
洩
れ
日
の
山
路
は
香
る
金

木
犀
さ
き 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

庭
草
の
茂
み
の
中
に
蟋
蟀
の
声
さ
だ
か
な
り
秋
深
ま
り

ぬ 

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

ひ
こ
ば
え
の
青
き
田
つ
づ
く
裏
筑
波
二
体
の
山
の
か
さ

な
り
て
見
ゆ 

村　

松　

桜
井　

秀
子
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11
月
27
日（
日
）
〜
12
月
10
日（
土
）

写真が語る暮らしと祈り～東海村とその周辺～
　

戦
後
の
経
済
成
長
で
生
活
が
変
化
す
る
前
の

ム
ラ
の
行
事
や
暮
ら
し
を
、
民
俗
学
者
・
藤
田

稔
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真
を
中
心
に
紹
介
。
農

耕
生
活
か
ら
生
ま
れ
る
悲
喜
や
祈
り
が
、
現
代

生
活
を
見
つ
め
、
地
域
を
再
発
見
す
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
●
開
館
時
間
…
午
前

10
時
〜
午
後
７
時（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

11
月
20
日（
日
）
〜
26
日（
土
）

皐月会書作展
　

皐
月
会
２
回
目
の
書
作
展
で
は
、
軸
・
額
・

び
ょ
う
ぶ
な
ど
、
生
活
の
場
を
飾
る
作
品
を
中

心
に
展
示
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
作
品
を
通
し
て
、

線
の
柔
ら
か
さ
と
鋭
さ
、
墨
色
の
動
き
、
行
間

の
相
互
作
用
、
空
間
の
美
し
さ
を
表
現
で
き
た

ら
と
願
い
ま
し
た
。
●
開
館
時
間
…
午
前
10
時

〜
午
後
６
時（
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

第11回東海Ｉ～ＭＯのまつり
　今回で11回目となる「東海Ｉ

い

～
～

Ｍ
も

Ｏ

のまつり」は、東海村の特産品であり、

健康食品としても親しまれている「サ

ツマイモ」が主役の祭典です。東海村

発足50周年を迎えた今年は、記念イ

ベントも開催しますので、ご家族やお

友達をお誘い合わせの上、ぜひご来場

ください。

■期　　日 11月23日（水）

■時　　間 午前９時～午後４時

■場　　所 東海文化センター

■内　　容 ①50周年記念イベント

「上
シャン

々
シャン

颱
タイ

風
フーン

コンサート」　②50秒で

何個食べられるかを競う「芋ようか

ん50秒早食い競争」　③イモのつか

み取りをする「ジャンジャンどり」　

④サツマイモの収穫を体験する「い

も掘り探検隊」（午前９時30分受け

付け開始、先着500人）　⑤積み上

げたイモの高さを競う「いも積み競

争」　⑥キャラクターショーなど

■問 合 せ 東海Ｉ～ＭＯのまつり運

営協議会（経済環境部経済課内　☎

282-1711　内線1438）

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ

傍

席

聴

　

平
成
17
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
29
日
か
ら
10
月
20

日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
に
は
、
村
長
提
出
議
案
18
件
、
報
告
３
件
、

承
認
１
件
、
平
成
16
年
度
決
算
認
定
12
件
、
議
員
提
出

議
案
８
件
、
委
員
会
報
告
５
件
の
合
計
47
件
が
上
程
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案 

①
平
成
16
年
度
一
般
会
計
決
算
特
別

委
員
会
設
置　

②
平
成
16
年
度
特
別
会
計
決
算
特
別
委

員
会
設
置　

③
耐
震
化
促
進
の
た
め
の
施
策
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書　

④
就
学
前
児
童
医
療
費
支
給
の
所
得

制
限
を
撤
廃
す
る
決
議　

⑤
社
会
福
祉
協
議
会
問
題
調

査
特
別
委
員
会
設
置　

⑥
特
急
列
車
の
停
車
車
両
の
増

加
を
要
望
す
る
決
議　

⑦
障
害
者
福
祉
充
実
に
関
す
る

意
見
書　

⑧
早
急
な
原
子
力
発
電
所
の
耐
震
設
計
指
針

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

請
願 
①
地
域
農
林
水
産
業
活
性
化
を
図
る
た
め
の

「
地
産
地
消
自
治
体
宣
言
」を
求
め
る
請
願　

②
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
請
願　

③「
少

人
数
学
級
」
の
導
入
に
よ
り
き
め
細
や
か
な
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
の
実
現
を
求
め
る
請
願　

④
白
方
小
学
校
移

転
改
築
に
伴
う
請
願
書（
計
４
件
は
委
員
会
に
付
託
）

　

詳
し
い
内
容
は
、
東
海
村
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.v
ill.to

k
a
i.ib
a
ra
k
i.jp
/g
ik
a
i/

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
問

合

せ 

議
会
事
務
局(

☎
282
局
１
７
１
１　

内

線
１
２
８
１　

電
子
メ
ー
ルg

ik
a
ijim
u
@
v
ill.to

k
a
i.

ib
a
ra
k
i.jp

）

傍聴者数
61人
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「たんぽぽの会」による
おはなし会
期　日 毎週土曜日（第５土曜

　　　　日を除く）

時　間 午後２時～３時

場　所 おはなしコ―ナー

内　容 絵本の読み聞かせ、手

　　　　遊びなどを行います。

休館日
11月14日（月）・21日 （月）

　　23日（水）・28日（月）

 　　30日（水）

12月５日（月）

国
民
年
金

だ 

よ 

り

海
外
在
住
者
の

国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
が
対
象
で
あ
り
、
日
本
国
外
に
居
住
し
て
い
る

方（
第
２
号
被
保
険
者
お
よ
び
第
３
号
被
保
険
者
を
除

く
）は
強
制
加
入
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

海
外
在
住
者
の
資
格
期
間

　

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
の
う

ち
、
昭
和
36
年
４
月
以
降
で
日
本
国
籍
を
持
ち
、
20
歳

以
上
60
歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間
は
、合
算
対
象
期
間（
カ

ラ
期
間
）
と
み
な
さ
れ
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
に
必

要
な
資
格
期
間
を
満
た
す
期
間
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
の
計
算
の
基
礎
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
方
も
、
希

望
す
れ
ば
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、

よ
り
年
金
額
の
高
い
老
齢
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
間
に
発
生
し
た
傷
病
に

よ
っ
て
障
が
い
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
障
害
基

礎
年
金
の
受
給
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

海
外
在
住
者
の
任
意
加
入

　

日
本
に
住
所
を
有
し
な
い
方
で
任
意
加
入
で
き
る

方
は
、
日
本
国
籍
を
持
つ
20
歳
以
上
65
歳
未
満（
昭
和

30
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
70
歳
未
満
）
の

方
で
す
。
加
入
手
続
き
と
保
険
料
の
納
付
は
、
日
本
国

内
で
の
最
終
住
所
地
に
住
む
親
族
の
方
が
、
本
人
に
代

わ
っ
て
そ
の
市
町
村
で
行
い
ま
す
。

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
１
３
３
）

図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

　

本
の
貸
し
出
し
期
間
は
２
週
間
、
視
聴
覚
資
料
は
１

週
間
で
す
。
多
く
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
返
却

期
限
を
き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
開
館
時
間

内
に
返
却
で
き
な
い
場
合
は
、
図
書
館
入
り
口
の
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

お
薦
め
の
一
冊
を
紹
介
し
ま
す

「
逝
き
し
世
の
面
影
」　
　
　
　

渡
辺
京
二
著
／
平
凡
社

…
昭
和
を
問
う
な
ら
開
国
を
問
え
。
そ
の
た
め
に
は
開

国
以
前
の
文
明
を
問
え
…
。
幕
末
か
ら
明
治
に
日
本
を

訪
れ
た
異
邦
人
に
よ
る
訪
日
記
を
読
破
し
た
著
者
が
、

近
代
日
本
が
失
っ
た
も
の
の
意
味
を
根
本
か
ら
問
い
直

し
た
超
大
作
。
和
辻
哲
郎
文
化
賞（
１
９
９
９
年
度
）受

賞
作
品
。

　

昨
年
か
ら
、
こ
の
本
を
読
み
た
い
と
い
う
リ
ク
エ
ス

ト
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
出
版
社
の
都
合
に
よ
り
重
版

が
見
送
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
品
切
れ
・
絶
版
の
た
め

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
図
書
館
で
は
、
県
内
の
図

書
館
か
ら
借
用
す
る「
相
互
貸
借
制
度
」
を
利
用
し
て
、

皆
さ
ん
へ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

こ
の
た
び
平
凡
社
に
版
権
が
移
り
、
新
書
と
し
て
発
売

さ
れ
た
の
で
早
速
所
蔵
し
ま
し
た
。
多
く
の
人
々
の
支

持
を
得
て
い
る「
逝
き
し
世
の
面
影
」を
、
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
一
度
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

あ
な
た
の
お
薦
め
の
一
冊
を
募
集
し
ま
す

　

最
近
感
動
し
た
本
や
心
に
残
る
思
い
出
の
本
な
ど
、

皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
お
薦
め
の
一
冊
を
募
集
し
ま

す
。
図
書
館
に
備
え
付
け
の
用
紙
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

（tosyokan@
vill.tokai.ibaraki.jp

）
に
、
本
の
タ
イ
ト

ル
、
著
者
名
、
本
の
紹
介
文（
30
字
程
度
）、
推
薦
者
の

氏
名
、
性
別
を
記
入
の
上
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
は
、
図
書
館

ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
で
随
時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

「
雅
楽
の
夕
べ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
８
日
、
村
立
図
書
館

開
館
20
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、「
雅
楽
の
夕

べ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

約
50
人
の
来
館
者
に
、
水
戸

雅
楽
会
が
雅
楽
の
歴
史
や

楽
器
の
仕
組
み
、
演
奏
法
、

曲
の
解
説
を
交
え
て
６
曲

を
披
露
。
優
雅
な
舞
と
と
も

に
荘
厳
で
柔
ら
か
な
音
色

が
、
館
内
い
っ
ぱ
い
に
響
き

わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
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募集

平成 17 年 10 月１日現在
前月比

世帯数 13,084 世帯  ＋ 26
総人口 35,653 人 ＋ 36
　男 17,961 人 　＋ 12
　女 17,692 人 ＋ 24

人口と世帯数 11・10 号／お知

クアップ／ Nov.

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

　

ら
せ

ピ
ッ

平成18年度入隊！　自衛隊生徒・自衛官募集
自衛隊生徒

■試 験 日 第１次試験…平成18年１月14日
（土）　第２次試験…平成18年１月27日（金）
から30日（月）までの指定する１日
■対　　象 中学校卒業（見込み）以上17歳未
満の男子
■合格発表 平成18年２月21日（火）
■初 任 給 152,300円／月（賞与年4.4か月分）
■そ の 他 一般高等学校と同じ学科および各
種技術の基礎を学び、３年間の教育終了時に
は高等学校卒業資格が得られます。
■申込期限 平成18年１月10日（火）

自衛官
■試 験 日 平成17年11月28日（月）
■対　　象 18歳以上27歳未満の男子
■初 任 給 159,600円／月（賞与年4.4か月分）
■そ の 他 合格についての発表は、本人に直
接連絡します。
■申込期限 11月25日（金）

申し込み・問合せ
　自衛隊茨城地方連絡部水戸事務所（水戸市中
央2-7-37　☎226-9294　ホームページhttp://ww
w.ibaraki.plo.jda.go.jp　電子メールhq1@ibaraki.
plo.jda.go.jp）

　在宅で高齢者や認知症、障がい者などを介護
している方を対象に、交流会を実施します。
■期　　日 11月29日（火）
■時　　間 午前９時30分～午後３時
■場　　所 ホテルニュー白亜紀（ひたちなか
市磯崎町4604）
■参 加 費 無料
■そ の 他 ①各コミュニティセンターを送迎
バスが巡回します。②入浴施設が利用できま
すので、利用する方はタオル等をご持参くだ
さい。
■申し込み・問合せ 11月21日（月）までに、社
会福祉協議会へ申し込みください。

「家族介護者の交流会」参加者募集

■期　　日 12月２日（金）・16日（金）（全２回）
■時　　間 午後７時～８時30分
■場　　所 総合体育館
■対　　象 18歳以上で、村内在住・在勤・在
学の方および村内在勤者の同居家族の方
■定　　員 先着20人
■参 加 費 無料
■申し込み・問合せ 11月30日（水）までに、総
合体育館へ申し込みください。

チャレンジスクール「護身術（基礎編）の部」参加者募集

●期　　日 平成18年１月９日（月）　※雨天

決行　

●場　　所 笠松運動公園

●種　　目 ハーフマラソンの部（高校生以

上）、　10kmの部（高校生以上）、３kmの部（中

学生）、２kmの部（小学４～６年生）、１kmの

部（小学１～３年生）

●対　　象 アマチュア競技者で健康な方（ハ

ーフマラソンは２時間30分以内、10ｋｍは

１時間30分以内で所定のコースを走破でき

る方）

●参 加 費 一般…2,500円　高校生…1,500円

小中学生…1,000円(村内小中学生は500円)

●申し込み・問合せ 11月30日（水）（当日消印

有効）までに、所定の申込書（払込取扱票）に

必要事項を記入の上、参加費を添えて最寄

りの郵便局または東海村マラソン大会事務局

（総合体育館内）へ申し込みください。　※こ

のほか、インターネット・携帯サイト（http://

www.runnet.jp/）からの申し込みも可能です。

第33回東海村新春マラソン大会
参加者募集
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生活ダイヤル●主な施設の電話番号

東海村役場 282-1711

東海村総合福祉センター「絆
きずな

」

283-2299

地域福祉センター（総合案内・会議室の予約等） （社福）東海村社会福祉協議会内

高齢者センター 282-4300

防災行政無線放送テレホンサービス 0120-42-4848 障害者センター 282-4599

東海村合同庁舎（会議室の予約等） 283-3344 児童センター 306-1017

東海村中央公民館 282-3329 保健センター 282-2797

東海村立図書館 282-3435
救急病院の案内

救急医療情報コントロールシステム 241-4199

東海村青少年センター 282-7049 東海村消防本部・消防署 282-2038

東海村総合体育館 283-0673 東海村石神外宿浄水場（土・日曜日、祝日の断水等の連絡） 282-9200

東海スイミングプラザ 287-0807 小・中・高校生のための心の悩み電話相談室（毎週金・土曜日　午後３時30分～７時） 282-7070

東海村テニスコートクラブハウス 282-8571 東海村姉妹都市交流会館 282-0535 ひたちなか西警察署東海地区交番 287-0110

東海文化センター 282-8511 東海村（基幹型）在宅介護支援センター 287-2516 東海郵便局 282-2001

東海ステーションギャラリー 287-3680 （社福）東海村社会福祉協議会 282-2804 ＪＲ東日本東海駅 282-2008

東海村立東海病院 282-2188 東海村在宅福祉サービスセンター 283-4344 常陸海浜広域斎場 265-7191

東海村清掃センター 282-7289 （社）東海村シルバー人材センター 282-3446 災害情報案内専用ダイヤル 283-4919

　子どもたちの交流と保護者同士の子育ての輪

を広げる、百塚保育所の育児サークル「カンガ

ルークラブ（パートⅢ）」が12月から始まります。

●日 程 等

●時　　間 午前10時～ 11時15分

●場　　所 百塚保育所

●対　　象 ２歳半から就学前までの子どもと

その親

●会　　費 無料

●申し込み 11月17日（木）・18日（金）の午前

10時から午後３時まで（正午から午後１時ま

でを除く）、中丸コミュニティセンター（会議

室）で申し込みを受け付けます。

●問 合 せ 子育て支援センター（百塚保育所内

☎270-5660）

「カンガルークラブ」
会員募集

　アメリカのカントリー・ミュージックに合わ
せて踊る楽しいダンスです。
■活 動 日 毎月第２･４火曜日の午後１時30分
から３時まで
■場　　所 中央公民館
■対　　象 村内在住の方（30人）
■参 加 費 2,000円／月
■申し込み・問合せ 菊池協子さん（☎282-9456）

カントリーダンス教室会員募集

体験フラダンス
■期　　日 11月11日（金）・18日（金）
■時　　間 午後１時30分～４時
■場　　所 真崎コミュニティセンター
■講　　師 芳賀明美さん

定期レッスン
■日 程 等 ①毎月第１･３木曜日／午後７時
～９時／中央公民館　②毎月第１･３金曜日
／午後１時30分～４時／真崎コミュニティセ
ンター　③毎月第２･４月曜日／１時30分～
４時／中丸コミュニティセンター

申し込み・問合せ
　所良子さん（☎282-3719）

体験フラダンス・定期レッスン参加者募集参加
費

無
料

期　　日 定員
12月６日から平成18年２月21日までの
毎週火曜日（全10回）　

先着
25組

12月８日から平成18年２月23日までの
毎週木曜日（全10回）

先着
25組

　更年期障がいについて正しい知識を身に付け、
その症状とうまく付き合ってみませんか？
■日　　時 12月２日（金）　午後２時～４時45分
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住の女性（先着80人）
■内　　容 ①講演　演題／「中高年女性の健
康管理」　講師／小塙清さん（小塙医院院長）
②アロマセラピー（芳香療法）実演　講師／
大村文子さん

■そ の 他 ①上履きをご持参ください。②予
約制保育サービス（無料）があります。

■申し込み・問合せ 11月30日（水）までに、保
健センターへ申し込みください。

「いきいき過ごそう更年期教室」参加者募集参加
費

無
料

■日　　時 11月23日（水）　午前９時試合開始
■場　　所 総合体育館
■種 目 等 団体戦のみ　一般男子Ⅰ部・Ⅱ
部・Ⅲ部、一般女子Ⅰ部・Ⅱ部・Ⅲ部
■参 加 費 1,500円／チーム　※中学生は、
半額、連盟未登録者は５割増し。　
■申し込み 総合体育館備え付けの申込用紙に
必要事項を記入の上、11月17日（木）までに、
ファクシミリ（FAX282-2955）で申し込むか、
総合体育館の申込箱に入れてください。
■問 合 せ 本石章司さん（☎282-2955）

東海村秋季卓球大会参加者募集
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
13日(日) 東海病院 282-2188
20日(日) 茨城東病院 282-1151

23日(水) 東海病院 282-2188

27日(日) 武藤小児クリニック 282-7722

11 月の休日診療日程

「あなたです　火のあるくらしの　見張り役」

　11月９日から15日までを「秋季全国火災予防

運動週間」として、全国一斉に火災予防運動が

実施されています。みんなで「火の用心」に心掛

け、火災のないまちをつくりましょう。

●１１９番通報の仕方 冷静・的確に次の情報

を伝えましょう。

　①火災か救急かを告げます。

　②火事や事故が発生した場所を告げます。

　③近くの目標となる建物･交差点等を告げます。

　④どんな状況かを簡単に説明します。

●火災予防ポスター展示 11月15日（火）まで、

村内小学生が描いた「火災予防ポスター」を

ジャスコ東海店特設会場に展示していますの

で、ぜひご覧ください。

●問 合 せ 消防本部予防課予防係（☎282-

2038）

秋季全国火災予防運動を
実施しています

　夫やパートナーからの暴力や、職場でのセク
ハラなどに困っていたら、気軽にお電話くださ
い。女性の人権擁護委員が電話相談に応じます。
■期　　日 11月20日（日）
■時　　間 午前10時～午後５時
■専用電話 ☎231-5639（水戸地方法務局人権
擁護課内相談室）

■そ の 他 11月20日（日）以外でも、毎週月
曜日から金曜日（祝日を除く）までの午前８時
30分から午後５時まで、専用電話にて相談を
受け付けています。　※秘密は厳守します。

■問 合 せ 水戸地方法務局人権擁護課（☎
227-9919）

全国一斉「女性の人権ホットライン」を開設

　村内在住の方で、家庭に心の病気をもつ方が
いる家族を対象に開催する交流会です。お気軽
にご参加ください。
■期　　日 11月18日（金）　
■時　　間 午後１時30分～３時30分 
■場　　所 舟石川コミュニティセンター
■内　　容 懇談・意見交換など
■参 加 費 無料
■申し込み・問合せ 福祉部社会福祉課障がい
福祉係（内線1136）

家族交流会を開催します

■日　　時 11月26日(土)　午前10時～午後３時
　※荒天の場合は翌日に延期します。　
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■内　　容 ①ステージコーナー…和太鼓、フ
ァッションショーなど　②バザー…生活用品
ほか　②ふれあい広場…竹細工、福祉体験、
ペットのしつけ方など　③販売コーナー…福
祉施設による作品販売とフリーマーケット　
④模擬店コーナー…焼きそば、手打ちそば、
綿菓子など　⑤展示コーナー…ボランティア
活動紹介、小学生福祉イラスト　⑥抽選会

■そ の 他 ①フリーマーケット（30店舗、１
区画500円）参加者を募集します。参加希望の
方は、はがきまたはファクシミリで住所、氏
名、電話番号、出品内容を記入の上、11月17
日（木）までに、社会福祉協議会へ申し込みく
ださい。なお、申込者多数の場合は抽選とな
ります。②切手・テレホンカード（使用済み）
や不要になったおもちゃを募集します。③抽
選券が付いたチラシを11月14日（月）の新聞
折り込みで配布します。

■問 合 せ 東海村ボランティアセンター（社
会福祉協議会内　〒319-1112　東海村村松
2005　☎283-4538　FAX283-4535）

第10回ふれあい福祉まつり開催

エトセトラ

　東海村出身の天城慧子さん（ピアノ）、井上加
奈子さん（ピアノ）、島﨑祐子さん（バイオリン）
３人によるクラシック・コンサートです。
■期　　日 11月20日（日）
■時　　間 午後１時30分開場　午後２時開演
■場　　所 東海文化センタ－
■入 場 料 無料（ただし、入場整理券が必要）
■そ の 他 予約制の託児サービス（1,000円／
人）があります。　※予約は11月13日（日）まで
■問 合 せ （財）東海村文化・スポーツ振興財
団（東海文化センター内）窓口で、入場整理券
（１人４枚まで）を配布しています。

プロを目指す地域の若手アーティストによる共演
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　11月14日（月）から、豊白地区および白方中央

地区の住所の表示が、住居表示の実施により①

新町名（豊白一丁目、白方中央一丁目～二丁目）

②街区符号（○○番）③住居番号（○○号）――で

の新しい表示となります。住居表示は、皆さん

の住所をより分かりやすく、探しやすいものに

するための制度です。住民の皆さんには、早く

新しい住所になじんでいただけるようご協力を

お願いします。

●問 合 せ 福祉部住民課住民係（内線1125）

平成17年度青少年の健全育成を考えるつどい

北茨城市●磯原節大会
　詩人野口雨情がふるさとの磯原を詠んだ「磯
原節」。この民謡を三味線や尺八の伴奏で、約
200人が謡います。
◆日　　時 12月10日（土）　午前９時から
◆場　　所 ウェディングパレス白浜（北茨城
市関南町神岡下219-29） 

◆問 合 せ 北茨城市商工観光課（☎0293-43-1111
内線363）

となりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイド

　豊白・白方中央地区が、11月14日（月）の住居
表示実施により新住所で表示されることに伴い､
その地区にお住まいの年金受給者および被保険
者の方は、住所変更の届け出が必要になります。
■年金受給者 福祉部保健年金課に備え付けの
はがきに必要事項を記入の上､水戸北社会保
険事務所へ郵送するか、福祉部保健年金課へ
直接お持ちになってください。
■第１号被保険者 第１号被保険者（20歳以上
60歳未満の方で、自営業者や自由業者とその
家族および学生）については、福祉部保健年
金課が住所の変更を一括して行いますので、
届け出の必要はありません。
■第２号被保険者 第２号被保険者（現役の会
社員など厚生年金保険の被保険者や、公務員
など共済組合の組合員）については、勤務先
へ住所変更の届け出をしてください。
■第３号被保険者 第３号被保険者（第２号被
保険者に扶養されている20歳以上60歳未満
の配偶者）については、配偶者の勤務先へ住
所変更の届け出をしてください。
■そ の 他 「住所表示変更証明書」は、福祉部
住民課において無料で発行します。
■問 合 せ 福祉部保健年金課国保年金係（内
線1133）

住居表示実施に伴う年金の届け出

就職相談会開催について
■期　　日 11月27日（日）　
■時　　間 午後１～４時
■場　　所 東海文化センター
■内　　容 ①善行青少年の表彰　②事例発表
③講演　演題／「お父さんお母さんに今、考
えていただきたいこと」　講師／多

た

湖
ご

輝
あきら

さん
（千葉大学名誉教授）
■入 場 料 無料
■問 合 せ 茨城県県北地方総合事務所県民生
活課（☎225-2490）

豊白地区および白方中央地区の
住居表示を実施します

原研通り

はな
みず
き通
り

も
み
じ
通
り

東海村
合同庁舎

豊白
一丁目 白方中央

一丁目

白方中央
二丁目

　茨城県共同募金会東海村支会では、12月１

日（木）から31日（土）まで、歳末たすけあい募

金活動を行います。皆さんからお寄せいただい

た募金は、独り暮らしのお年寄りや寝たきりの

お年寄り、児童養護施設に入所している子ども

たちなど、日常的に支援が必要な方のために役

立てられますので、ご理解・ご協力をお願いし

ます。

●問 合 せ 茨城県共同募金会東海村支会（社

会福祉協議会内）

歳末たすけあい募金に
ご協力ください！

■期　　日 11月30日（水）　
■時　　間 午前10時から
■場　　所 村松コミュニティセンター
■対　　象 15歳以上で、就職（パートを含む）
を希望している方（先着30人）
■内　　容　就職適性診断、適職探しのアド
バイス、職務経歴書等の記載・面接の指導、
求人情報の提供など

■申し込み・問合せ 経済環境部経済課商工観
光係（内線1438）
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〈東海村ホームページアドレス〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-56

夢は…。“看護師さん”

照沼小学校３年●松
まつ

野
の

明
あ

希
き

　私は幼稚園生のころから、看護師さんになりたいと

思っています。

　私は、今年の夏休みに手術をしました。手術前の検

査のとき、看護師さんたちが優しく声を掛けてくれま

した。手術の話を聞いたときには、とても怖かったの

ですが、「寝ている間に終わっちゃうから大丈夫だよ」

と優しくしてくれたのです。それで私は、幼稚園生の

ときよりも、もっと強く看護師さんになりたいと思う

ようになったのです。

　それには、看護師さんになるための免許を取らなく

てならないので、もっともっと勉強をやって、看護師

の学校へ行きたいと思っています。

　そして、明るく、患者さんを楽しませることができ

るような、看護師さんを目指そうと思っています。こ

れが、今の私の夢です。
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く
桃

花
の
相
手
を
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

そ
れ
が
い
つ
ま
で
も
続
く
わ
け
が
あ
り

ま
せ
ん
。
弓
愛
も
、
日
々

の
成
長
と
と

も
に
、
自
己
主
張
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
桃
花
を
優
先
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
２
人
と
対

等
に
接
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

「
マ
マ
」を
独
り
占
め
で
き
な
く
な
っ

た
桃
花
は
、
弓
愛
に
大
し
て
の
嫉し

っ

妬と

心

か
ら
か
、
何
か
気
に
入
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
と
、
弓
愛
に
当
た
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
私
が
注
意
を
す
る
と
、
よ
け

い
ひ
ど
く
な
る
の
で
、「
な
ぜ
い
け
な

い
の
か
」
を
丁
寧
に
伝
え
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
忙
し
く
て
も
、
な

る
べ
く
２
人
で
遊
ぶ
時
間
を
作
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
お
外
で
遊
ん
だ
り
、
お

富と
み

山や
ま 

麻ま

衣い

竹登り

　とても良いお天気の日に行われた

保育所の運動会で、“竹登り”をした

様子を描いてくれた景子ちゃん（６

歳）。「一生懸命登って、てっぺんに

付いてる鈴を鳴らしたよ」と、笑顔

で話してくれました。


